
(5)  定点把握対象五類感染症の感染症別報告状況

　ア　インフルエンザ定点

　令和３年は年間報告数１１例、年間定点当たり報告数０.１６、年間定点当たり報告数の過去５年平均値
（平成２８年から令和２年まで。以下同じ。）との比、前年比ともに０.００であった。
　月別定点当たり報告数では、１月及び2月（共に０.０４）が最も多かったが、年間を通じて総じて少なかっ
た。
　年齢階級別では、０～４歳（４例、３６.４％）が最も多く、次いで２０～２９歳（３例、２７.３％）、５～９歳、１０～
１４歳、３０～３９歳、６０～６９歳（各１例、９.１％）であった。
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